
集会では17県本部25人が発言。2025春闘方針（案）は
2025年1月の第167回中央委員会で正式決定される。

自
治
労
は
12
月
5
〜
6
日
、
東
京
で
2
0
2
5
春
闘
中
央
討
論
集
会

を
開
催
し
た
。
春
闘
方
針
案
の
柱
は
全
単
組
で
の
「
人
員
確
保
」
要

求
と
賃
金
改
善
な
ど
の
「
1
単
組
1
要
求
」。
参
加
者
か
ら
は
職
場

実
態
と
2
0
2
4
確
定
闘
争
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
発
言
が
相
次

い
だ
。参
加
者
数
は
ウ
ェ
ブ
を
含
め
47
県
本
部
・
1
社
保
4
1
4
人
。

2
0
2
5
春
闘
方
針
（
案
）

は
伊
藤
功
書
記
長
が
提
案
。
次

の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
。

◆
す
べ
て
の
単
組
が
「
人
員
確

保
」
に
つ
い
て
要
求
・
交
渉

「
人
員
確
保
」
は
全
単
組
共

通
の
課
題
。
春
闘
期
か
ら
要
求

し
、
6
月
期
の
人
員
確
保
闘
争

に
つ
な
げ
る
。

◆
「
賃
金
運
用
の
改
善
」「
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
実
現
」

に
つ
い
て
1
単
組
・
1
要
求

賃
金
の
運
用
改
善
、
長
時
間

労
働
の
是
正
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
な
ど
、
単
組
実
態
を
踏
ま

え
て
、
1
単
組
1
要
求
を
掲
げ

て
交
渉
す
る
。

◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
点
検
、
要
求
・
交
渉

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
を

踏
ま
え
た
課
題
の
解
決
や
男
女

間
賃
金
格
差
の
解
消
な
ど
の
要

求
・
交
渉
に
取
り
組
む
。

◆
労
務
費
の
適
切
な
価
格
転
嫁

の
推
進

公
共
民
間
労
働
者
の
賃
上
げ

原
資
の
確
保
、
物
価
高
に
よ
る

行
政
運
営
経
費
の
増
大
へ
の
対

応
の
た
め
労
務
費
の
適
切
な
価

格
転
嫁
を
推
進
す
る
。

そ
の
上
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
街

頭
宣
伝
行
動
、
連
合
春
闘
へ
の

積
極
的
関
与
、
春
闘
に
連
動
し

た
新
規
採
用
職
員
の
組
織
化
と

政
治
活
動
の
推
進
�
岸
ま
き
こ

勝
利
の
取
り
組
み
、
6
月
予
算

編
成
期
を
見
据
え
た
人
員
確
保

の
取
り
組
み
を
提
起
し
た
。

ま
た
、一
連
の
春
闘
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た（
左
囲
み
）。

職
場
の
『
声
』
を
集
め

要
求
・
交
渉
を
進
め
よ
う

参
加
者
か
ら
は
、
単
組
・
職

場
の
実
態
や
2
0
2
4
確
定
闘

争
の
状
況
を
踏
ま
え
た
多
く
の

発
言
が
あ
っ
た
。

人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、

「
採
用
を
募
集
し
て
も
応
募
が

な
い
職
種
が
あ
る
」「
恒
常
的

業
務
に
は
常
勤
職
員
の
配
置

を
」「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
常

勤
化
の
取
り
組
み
成
果
の
共
有

を
」な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
「
一
時
金
の
支
給
月

数
は
常
勤
職
員
と
同
月
数
を
要

求
す
べ
き
」。
定
年
延
長
職
員

の
月
例
給
に
つ
い
て
も
「
定
年

前
の
7
割
か
ら
の
引
き
上
げ
が

必
要
」
と
の
意
見
が
出
た
。

公
共
民
間
の
労
務
費
の
価
格

転
嫁
に
つ
い
て
は
「
公
契
約
条

例
の
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

最
後
に
伊
藤
書
記
長
が
、

「
職
場
に
は
課
題
が
あ
り
、
不

安
や
不
満
の
『
声
』
が
あ
る
。

春
闘
は
1
人
ひ
と
り
が
主
役
。

組
合
員
の
声
を
要
求
と
し
、
交

渉
を
強
化
し
よ
う
」
と
集
約
し

た
。

この30年間日本は、物価も賃
金も金利も上がらないという異
常な状態にあった。しかし2022
年以降、賃金と物価、金利が上
がり、正常化しつつある。
人々は、物価が上がることを
受け入れ、賃金引き上げを要求
し、企業はコストを価格転嫁し
始めている。日銀は政策金利を
引き上げた。
この循環が定着するかどうか
は、これから2年間、賃上げが

成功するかどうかにかかってい
る。アベノミクスの官製春闘は
ベアを復活させたが不十分に終
わった。しかし、今度は違う。
2024春闘の賃上げ幅は大きい。
労働組合の責任は重い。賃金
を上げないと普通の国になれな
い。また政府は、JR運賃など
政府が価格決定を握っている
サービス料金を引き上げること
が必要だ。労働組合はそこでも
役割を発揮してほしい。

自治労2025春闘スケジュール
①要求書提出ゾーン 2月7～14日
②ストライキ批准投票・集約
県本部集約日：2月14日
（本部報告日）
拡大闘争委員会：2月28日
（スト批准および闘争指令権の確立）

③統一交渉ゾーン（3月10～14日）
全単組が結集して統一行動日に向け
て交渉を強化
④自治労3．14全国統一行動
ストライキ（民間）、29分食い込み集
会（公務）を戦術の基本に配置

模
擬
団
交
で
実
践
力
養
う

「
塾
」で
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

自
治
労
公
営
企
業
評
議
会
は
、
公
営

企
業
職
場
の
次
代
を
担
う
役
員
の
育
成

を
目
的
に
、
12
月
7
〜
8
日
「
さ
き
が

け
公
企
塾
（
東
日
本
）」
を
山
梨
県
笛

吹
市
で
開
催
し
た
。
塾
に
は
20
県
本
部

か
ら
32
人
が
参
加
。
公
営
企
業
労
働
者

の
権
利
や
労
働
安
全
衛
生
な
ど
を
学

び
、
全
国
の
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て

公
企
評
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

実
践
的
な
学
び
の
場
と
し
て
の

模
擬
団
交
で
は
、
上
下
水
道
事
業

に
お
け
る
労
使
交
渉
を
再
現
し
た

シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に
、
参
加
者
が
交
渉
の
過

程
を
体
験
。題
材
と
な
っ
た
の
は
、運
転
監
視

等
業
務
の
民
間
委
託
を
巡
る
交
渉
で
、
過
去

の
経
緯
や
現
在
の
課
題
を
踏
ま
え
た
内
容
。

現
場
職
員
の
配
置
や
処
遇
に
関
し
、
組
合

側
と
当
局
側
の
立
場
や
主
張
が
対
立
す
る
中

で
労
使
の
意
見
の
す
り
合
わ
せ
を
ど
う
図
る

か
と
い
う
、
リ
ア
ル
な
交
渉
を
模
擬
体
験
す

る
実
習
と
な
っ
た
。

進
行
役
や
交
渉
役
を
務
め
た
塾

生
か
ら
は
、「
現
場
に
即
し
た
具

体
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
通
じ
て
、
交

渉
の
本
質
に
触
れ
ら
れ
た
」「
実

務
を
想
定
し
た
内
容
で
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か

れ
、
実
務
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
養

う
機
会
と
な
っ
た
。

緊張感を持ちながら交渉を進
める塾生たち（上写真）、岸
まきこ議員も駆けつけ、「政
治と国会の動きから見た公企
職場の課題」について講演

起起点点はは職職場場のの「「ああななたたのの声声」」。。22002255春春闘闘中中央央討討論論集集会会開開くく
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基調講演 渡辺 努 東京大学大学院教授

春闘で「異常な日本」
を正常化しよう

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2024年12月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2381号（１）



COP29（気候変動枠組条約第29回締約国会議）の到達点 ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
首
都
・
バ
ク
ー
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
会
場
入
り
口

脱脱炭炭素素とと「「公公正正なな移移行行」」へへ
地地域域かからら行行動動をを起起ここそそうう
氷室佐由里 自治労政策局長
自治労での海外出張は初経験。会
議参加者の多彩な行動に、気候問
題のグローバルな重みを実感した

今回の連合の行動は、ITUC（国際
労働組合総連合会）と連携し、労働組
合の立場から「カーボンニュートラ
ル」や「公正な移行」（解説参照）につい
てCOP29に参加する政府等に意見を
反映させることが主な目的でした。
浅尾慶一郎環境大臣や経産省審議官
との意見交換、「公正な移行」に関す
るハイレベル閣僚会合の傍聴、経団連
との意見交換などを行いました。
ITUCは、毎朝の労働組合調整会議
と17日の労働組合戦略会合（右写真）
で、行動に参加した各国ナショナルセ
ンターと政府・経営者団体との意見交
換の情報共有などを図りました。

会議結果には深い失望
「公正な移行」は結論先送り
COP29で最大の焦点となったの
は、「気候資金に関する新規合同数値
目標」です。資金を提供する先進国と、
気候変動の影響が深刻なグローバルサ
ウス諸国の主張の隔たりが注目を集め
ました。2035年までに年間1．3兆ドル
以上に拡大することで最終合意しまし
たが、この不十分な結果にITUCと連

合は深い失望を表明しています。
労働組合が最も関心のあった「公正
な移行」は結論が先送りされてしまい
ました。気候変動問題の解決過程は、
産業構造の転換を伴い、労働者や地域
に打撃を与えます。産炭地であった夕
張市が衰退し財政再生団体になったこ
とはその一例です。それを避けるため
の計画をITUC・連合は求めています。
日本各地で「ゼロカーボン自治体」
の取り組みが進んでいます。豪雨災害
の頻発など、気候変動の脅威は自治体
の対応を迫っています。自治労は10月
のしまね自
治研の特別
分科会で、
各地の先進
事例の報告
を共有しま
した。気候
変 動 問 題
は、遠い外
国での会議で専門用語が飛び交う難し
い問題ではなく、私たちの暮らしと仕
事の問題です。自治労はこの課題への
取り組みを強めます。

11月11日から24日まで、アゼルバイジャンで開かれた
COP29において、ITUC・連合は労働組合の意見反映を
はかる行動を展開した。地球温暖化を止めるための国際
的な行動計画を策定するこの会議で、何が議論されたのか。
連合代表団に参加した氷室佐由里政策局長に聞いた。

キーワード：「公正な移行」
「公正な移行（Just Tra
nsition）」とは、環境問題
の解決や対策を実施する上
で、関係する産業分野に従
事する労働者や、産業が立
地する地域が取り残される
ことなく、公正かつ平等な
方法により持続可能な社会

へ移行することをめざす概
念。ITUCが2009年に提唱し
た。
石炭から石油へのエネル
ギー移行時に発生した炭鉱
労働者の大量失業、産炭地
の衰退の反省がこの考え方
の背景にある。

11
月
28
日
、
公
務
員
連
絡
会
の
委

た
い
ら

員
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員
は
、
平
将
明

国
公
担
当
大
臣
と
交
渉
し
、
本
年
の

人
勧
取
扱
い
に
つ
い
て
政
府
の
検
討

状
況
を
質
し
た
。

冒
頭
、
渡
邉
由
一
議
長
が
「
人
勧

取
扱
い
方
針
に
つ
い
て
、
大
臣
か
ら

直
接
回
答
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
求

め
、
平
大
臣
は
「
勧
告
通
り
令
和
6

年
度
の
給
与
改
定
を
決
定
す
る
方

向
」
と
回
答
。
渡
邉
議
長
は
「
自
然

災
害
が
続
き
、
職
場
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
最
前
線
で
働
く
職
員
の
勤

務
環
境
整
備
に
む
け
、
大
臣
に
は
改

革
・
改
善
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
法
案
の
早
期

成
立
を
め
ざ
し
、
公
務
員
連
絡
会
は

引
き
続
き
国
会
対
策
を
強
化
す
る
。

公務員連絡会が平国公大臣と交渉

「勧告通りの給与改定」実施
公
務
員
連
絡
会
・
渡
邉
議
長
（
右
）
と
石
上
千
博

自
治
労
委
員
長
、
平
国
公
担
当
大
臣
（
写
真
左
）

PSI-JCジェンダー平等セミナー

行動で変える職場の風土
アクティブバイスタンダー
をロールプレイで体験

Ｐ
Ｓ
Ｉ‐

Ｊ
Ｃ
は
11
月
29

日
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
セ
ミ

ナ
ー
を
東
京
で
開
催
。
差
別
の

抑
止
力
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー（
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
第
三
者
）」
を

テ
ー
マ
に
学
習
会
を
行
っ
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
性
暴
力
、

差
別
等
が
起
き
た
と
き
、
ま
た

は
起
き
そ
う
な
と
き
、
周
り
に

い
る
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
介
入

す
る
こ
と
で
、
事
態
を
悪
化
さ

せ
な
い
、
ま
た
は
予
防
す
る
効

果
が
あ
る
。

講
師
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
総
合
研

究
所
・
共
同
代
表
の
安
藤
真
由

美
さ
ん
と
濵
田
真
里
さ
ん
が
介

入
方
法
と
し
て
、「
助
け
を
呼

ぶ
」「
寄
り
添
う
」「
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
す
る
」「
間
違
い
を

指
摘
す
る
」「
す
り
替
え
る
」

の
5
つ
を
紹
介
。「
た
だ
し
、

自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
し
た

上
で
介
入
を
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、「
日
頃
か
ら
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
と
し
て
動
く
力
を
鍛
え
て

お
く
こ
と
で
、
緊
急
場
面
で
も

臆
せ
ず
対
応
で
き
る
」
と
強
調

し
た
。

講
演
後
、
参
加
者
は
3
人
1

グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
場
面
等
に
遭
遇
し
た
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
を
体
験
す
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
介
入
を
実
践

し
た
（
上
写
真
）。

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
自

身
が
行
動
す
る
こ
と
で
周
り
が

変
わ
る
。
自
分
が
動
き
た
い
か

ら
動
く
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が

大
事
」と
の
声
が
あ
が
っ
た
。

PSI-JCとは
Public Services Internati
onal Japan Council（国際
公務労連加盟組合日本協
議会）の略称。国際的な
公共サービス労働者の労
働組合の連合組織である
ＰＳＩ（国際公務労連）に
加盟する自治労、国公連
合、全水道、ヘルスケア労
協、全消協で構成される。

東
京
の
下
町
を
舞
台
と
す
る
戦
前
の
労
働

運
動
の
歴
史
を
描
く
。
著
者
は
自
治
労
の
組

織
拡
大
オ
ル
グ
の
先
駆
者
・
小
畑
精
武
さ

ん
。
労
働
運
動
の
キ
ャ
リ
ア
を
江
戸
川
地
区

労
で
ス
タ
ー
ト
し
、
自
治
労
公
共
民
間
評
議

会
の
事
務
局
長
を
務
め
た
。

労
働
組
合
の
前
身
と
も
言
え
る
江
戸
時
代

の
同
業
者
組
合
に
始
ま
り
、人
力
車
夫
、活
版

印
刷
工
、
造
船
所
や
紡
績
工
場
の
労
働
者
な

ど
が
東
京
東
部
で
試
行
錯
誤
の
中
、
労
働
組

合
を
作
り
始
め
る
姿
を
生
き
生
き
と
描
く
。

戦
前
労
働
運
動
の
ピ
ー
ク
期
で
あ
る
30
年

代
は
、
東
洋
モ
ス
リ
ン
、
野
田
醤
油
、
東
京

交
通
、
東
京
印
刷
な
ど
、
町
ぐ
る
み
の
大
争

議
が
続
発
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
敗
北
の
要

因
の
分
析
も
含
め
て
記
述
し
て
い
る
。

当
時
の
運
動
の
直
接
の
経
験
者
は
存
命
し

な
い
。
膨
大
な
参
考
資
料
を
、
丹
念
に
読
み

解
き
、
次
世
代
の
た
め
に
平
易
な
言
葉
で
綴

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
著
者
に
先
人
へ
の

共
感
と
敬
意
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
。

労
働
運
動
の
黎
明
期
、
東
京
以
外
の

場
所
で
も
産
業
労
働
者
が
い
た
場
所
に

は
労
働
運
動
が
あ
っ
た
は
ず
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
労
働
運
動
史
が
、
そ
の
地
の

労
働
運
動
の
当
事
者
の
手
で
書
か
れ
る

日
を
待
っ
て
い
る
。

語
り
つ
ぎ
、闘
い
つ
ぐ
地
域
労
働
運
動
の
魂

「
語
り
つ
ぐ
東
京
下
町
労
働
運
動
史
」
小
畑
精
武
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